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保育 所児童 小学 5　年生 中学 2　年・生
（5 歳） （10 歳） （13 歳）
男　子 女子 男　子‘、 ．女子 男　子 女　子
対象数（名） 11 工8 19 2ユ 20 18
昭和54年度 身　　長（㎝） 108．0±a3108．5±4L9135．8±6．2136．9±6β159．9±9ユ155．6±45
体　　重（南の 17，6土2．2184±2．33工．3：ヒ52 32、9土6．648．3±＆7 46、4±5、8
対象数（名） 12 10 21 20 9 19
55年度 身　　長（㎝） 108．7±2．5ユ06』±｛L1ユ35．6±6。5138．2士43151．7±7．1 545±7．0
、体　　重伽） 17，9±1．31η±1，7 313±4331．8±5．241B±7845．9±7．4
対象数（名） 15 15 26 13 25 21
56年度 身　　長（㎝） ユO＆O士4．511α0±5．4136，6±εO136．6±8．0158．0±7．ユ　、 15生O±4£
体　　重’（た9） 1＆5±ao1＆1±2，2 33．3±5．63L6±7，045、4士8．545．7±419




体　　1重（kg） 1a7士2」1ag士2228．9±5β 3上1土5，9 43B±6．48．2±10、O
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1
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蓼…　　　　　幾 　　帯P1暮．奪 4§i4玉i玉麟獅i・無三議2麟蠣難亨1萄i囎　　　＊Q13．葺呂491δ3 　　串P67224214．4
春　　棄．　類 　　毒|…．ξ2竃華錐3 綴｝丞 無奪
‘箆書　圭｛鷺套錘講聾霧舞篶 馨鴛舞．建　錘6．§訟諺 瓢．奪 　＊＊O26．6別，6 19．5
蓼　　毛　一舞　識§i三鐙登ま｝ 毒港 ｝薮毒 錐毒　鞍毒i糞謡i露7　華認　　　　　　　　　　＊＊P灘躍　｛難，7露脅 王8注 ＊＊?P，815．？18．2
曇　　華　　’藝
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雲．老 銘薯 　　＊O暮．垂 4圭 量2，3 2脅．曾 2．玉 10．o 　　串c．1 £．8147
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1一臣導赫 三｛｝、藝 1無§ 　　＊T4．910．21B．6 63ユ1載516．6 56．716．428．9
モの弛の野菓 犯5．3翌6．4翌1．玉 　＊亭s33，41乱61Lマ　　　＊|19B．31｛i，｛｝ 8．5 　＊＊P8L817ユ 奪．4 ！呂6，ε 27．814§ B＄．312．5己君
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砂　　　塘　　　類 5～105－105～15．5－15 5・｝15 5～15中間値が　　〃
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食生活実態調査と栄養指導（第2報）
試作したところ，栄養所要量をおおよそ満たすものを
得た。なお，高居ら3）の食品構成ではこれらの年齢を
直接対象とする数値が呈示されておらず，近似値より
概算する必要があったが，それらの概算値に対象の摂
取実態量を対比させて得られた知見を参考にしたもの
である。
　食品構成は本来自由度の高いものであり，若干の数
値の異同は問題とはならないが，実際的栄養指導に擦
し，指導対象にとっては具体的な食事目標となる場合
が多く，その策定根拠に対象のもつ食生活要因がきめ
細かく反映されていることが望ましいと考える。今後
とも実用に供しつつ，改定を試みて行きたい。
　　　　　　　　　要　　　約
　新潟県内一農漁村の昭和54年度より5年間における，
保育所児童，小学5年生，中学2年生の摂取栄養状況
は，微量栄養素が若干充足されていないものの，その
他の栄養素等は望ましい状況にあり，各栄養比率も適
正範囲にあった。同じく食品群別摂取量の変動でほぼ
全対象に共通の現象は，肉類と小麦類の増加ならびに
米類，魚介類，砂糖類の減少であり，緑黄色野菜，穀
類，果実類，卵類の摂取不足が依然として見られた。
　本研究において，これらの実態を勘案して発育期の5
歳，10歳，13歳対象の実用的食品構成の目安を，栄養指導
の立場から食生活改善への実践化の手がかりに試作し
たところ，対象に受容されるものが出来たのではない
かと考えている。高居ら3）による食品構成に比し，米
類，果実類がやや少なく，いも類，菓子類，豆類，そ
の他の野菜、海草類がやや多く，その栄養比率はほぼ
適正範囲にあった。
　本論文の要旨は第38回日本栄養・食糧学会（於京都
市）において発表した。
　稿を終えるにあたり，本研究の機会をお与え下さい
ました新潟大学医学部公衆衛生学教室前教授須永寛先
生，調査にご協力いただきました佐渡郡赤泊村役場，
とく匠保健婦中川寿枝氏，赤泊中学校，赤泊小学校お
よび赤泊保育所の関係各位，ならびに学校栄養職員山
郷仁実氏，さらに調査対象の皆様に深謝申し上げます。
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